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いま器文学研究資料館では，かつて同館へ付罵施設のかたちで置かれ

ていた組織から引き継いだ，し1くつかの歴史資料(アーカイブズarchives， 

記録史料)関係データベースを公開している.それらは，大きく 2つの

種類に分けられる.

1つは館外の記録史料靖報に関するデータベースであり， 1つは館内

(豊富蔵)の記録史料'情報のデータベースである.前者のデータベースは，

当館では摩史的に早い時期から整備され，記述の標準類を意識しながら

も独自のデータ構造を持つ.

後者のデータベースについては， 2002年より電子的検索手段の事実上

の国際規格 EAD，Encoded Archival Description (符号化記録史料記述)

に準拠したデータを XML形式で構築し蓄積している.今後，当館は，両

者のデータベースについて，検索手段系のデータを EAD/XMLで構築し，

その他のデータをその内容に即した適切なメタデータ標準類により X抵

で構築し，公開していくつもりである.

There are several archival databases at the National 
Institute of Japanese Literature now. These databases 
contain the part that was constructed by the "Shiryokan"， 
Department of Historical Documents attached to the NIJL. 
These databases can be divided into two main types: 1st types 
are about archival inforτnation outside our insti旬teラ2ndtypes 
are about archival information of our holdings. The former 
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one originates from the union catalog of information on the 
location of Japanese archives that our institute has 
investigated since about 1970. Soラ thesedatabases have an 
original data format. The latter one has been constructed by 
XML format since 2002. This database is based on EAD， 
Encoded Archival Description that is de-facto intemational 
standard for electronic archival finding aids. From now on 
our insti知tewi1l construct both databases based on the 
EAD/XML format. 

キーワード:記録史料，震史資料，アーカイブズ，データベー

ス，所在情報，概要靖報， EAD，霊子的検索手段， XML.

Keywords: archives， database， information on the 
location of archivesラ informationon the guide of archivesラ

EADラ electronicfinding aidsラ XML.

はじめに

国文学研究資料館*は，大学共同利用機関として 2番目に設置された.

その設置は，最初の大学共同利用機関の設置の翌年のことであり，

共同利用機関の歴史のなかでは古い時期のできごとといえる.同館は，

教官制の組織で、はあったが，その名称があらわすとおり図書館的機能を

期待されていたようだ.人文社会科学系の共同利用として一般的に想起

される内容は，大規模実験設備ではなく，文献資料を主とする大量の研

究用データであったからだろう.文献資料の調査収集・保存・公開提供

が大学共同利用機関の業務となったことや運営形態等などについて，先

行組織の影響があるのではないか.私見では，その組織は，国文学研究

資料館のなかへ置かれることになった「史料館J(後述)である.

もっとも、国文学研究資料館や史料館そのものの歴史については，す

でに年誌類[1]があるのでここではふれない.本稿では，これまであまり

くわしくは述べられてこなかったと思われる，国文学研究資料館(とく

ヰNational Institute of J apanese Literature 
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に史料館)の担ってきた記録史料(アーカイブズ archives，歴史套料)

関係のデータベースについて紹介していく.

1. 国文学研究資料館における記録史料管理

1-1.経緯

国文学研究資料館における記録史料(アーカイブズ archives，歴史資

料)の管理は， 1951年に設置された(通称)文部省史料館に起源を持つ.

第二次大戦後の混乱と社会変動によって 全国的に過去の文書または記

録が，散イ失淫滅の危機に瀕していた.このとき歴史学(社会経済史学)

研究者が中心となって[ベ過去の文書・記録一一「歴史資料j の保存運

動を展開し「史料館Jの設置を求め，全国の「歴史資料Jのいわば緊急

避難先として文部省史料館が設立された.

その後， 1972年に国文学研究資料館が設置され，文部省史料館は改組

によって国文学研究資料館史料館(以下 f史料館Jと略し総称)となっ

た.この前後の時期から散見される(公)文書館・資料館等の新設や，

1987年の公文書館法制定により，記録史料全般の管理についての専門的

知識・技法とそれらを身につけた専門職員の必要性が高まった.史料館

では，自らの実務経験に基づいて 1952年以来実施してきた「近世史料取

扱講習会Jを廃止し， 1988年より「史料管理学研修会J(のち「アーカ

イブズ・カレッジ」と改称)を開始した.以来，記録史料管理専門職員

養成の社会的要請に応え，記録史料管理研究の体系化と実践的成果の公

表に努めてきた[3] 史料館は，記録史料の研究・教育・実践を標梼した

日本で、最初の機関で、あった.

2004年 4月，国文学研究資料館は，国立大学・大学共関利用機関等の

法人化(民営化)により史料館を合併・改組した.記録史料管理研究を

進める組織としてアーカイブズ研究系が新設され，史料館の~又蔵してき

た歴史資料の管理は国文学研究資料館へ継承された.国文学研究資料館

における記録史料管理は，旧史料館職員を中心に整備されている.また，
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受講資格として所属を間わない日本圏内唯一の専門職員養成研修会であ

る「アーカイブズ・カレッジj も継続している.

1-2.収蔵資料の概容と管理

国文学研究資料館収蔵の記録史料は，文部省史料館の設立経緯・状況

に影響を受けており，文部省史料館設置前の 1947年より日本全国からi収

集されてきた.三井文庫や渋沢敬三に関わる比較的大きな規模のコレク

ション資料も，関係各所から寄贈されている. 1960年代後半より，

資料の現地保存の考え方が普及したため，実物資料の収集を涼則的に停

止し，マイクロフィルム撮影によって収集してきた.近年は，新たに発

生するようになった受入先のない民間の記録史料一一一たとえば，倒産し

てしまった全国的企業の記録など一一ーについて，実物資料の収集をおこ

なっている.現在，所蔵の記録史料は，実物が 402件 (50万点超)，マ

イクロフィルム資料が 172件 (5，108リーノレ)，寄託資料が 18件 (8，890

点、)，である.年代的には，江戸時代以降の地域の資料 cr町方・村方文

や「戸長役場・村役場文書」など)が多い.

史料館では，記録史料の受入時に，まず記録史料群としての概要を把

握し cr基本カード」と呼ばれたカードへ記入)， 1点ないし 1件ごとの

簡略な目録 cr購入史料E録Jや，登録簿または財産自録である『学術史

料蒐集簿1カード自録など)を作成し，資料を装備し，それら簡略な目

録のコピーなどを仮目録という検索手段とし，資料を閲覧提供してきた.

所蔵資料の分は，順次詳細な調査をおこない，編成・記述し，解題また

は集合的記述を含む詳細な目録(~史料館所蔵史料目録J ・『史料目録J 現

在 82集)を作成・公刊してきた.公刊目録は，とくに史料館が記録史料

研究・記録史料管理研究の中心的担い手として自覚した以後，基本的検

索手段の模範型であることが求められた.これらの目録・仮自録類は，

閲覧利用だけでなく，実物保存の制御手段としても用いられた.

史料館ないし国文学研究資料館は，記録史料そのものだけでなく，

録史料に関わる文献資料一一記録史料関連資料弘積極的に収集してい
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る.その文献資料とは，記録史料研究・記録史料管理研究やそれらの関

連諸学の研究園書・逐次刊行物，全国各地の地方誌史・自治体史類，全

国各地で保存される記録史料の目録類，である.これらは，一般図書・

遂次刊行物と同じように管理しているが，限定された収集方針・範囲に

より独自の配列・分類も持っている.

1-3.当館の記録史料情報の概容

上述のような実物の記録史料・記録史料関連資料の管理とともに，史

料館ないし国文学研究資料館は，記録史料情報・記録史料関連情報の管

理にも努力してきた. とくに国文学研究資料館が記録史料管理を継承し

てからは，史料館時代には予算上の限界で進展しなかった記録史料情

報・記録史料関連資料情報の電子化，データベース化が充実しつつある.

国文学研究資料館における記録史料情報・記録史料関連情報は， 2つ

に大別することができる.すなわち， (1)館の収蔵資料に関する』情報と，

(2)館外所在資料の情報である.史料館ないし国文学研究資料館では，長

い間， (2)の清報の蓄積ないし電子化が， (1)のそれよりも鐙先されてき

た.それは， 1948年から 1953年にかけて実施された「近世庶民史料調

査委員会j の「近世庶民史料J所在調査事業叩を文部省史料館が引き継

いだ、経緯があったためである.以後， (少なくとも江戸時代以降の)記録

史料の所在情報に関するセンターとしての役割が期待されている.

(1)は，構造化された形式による電子化が 1996年頃から進められてき

た. (1)は，さらに(1-1)収蔵記録史料の情報と， (1-2)収蔵記録史料関連

資料の情報に分けることができる.記録史料関連資料には地方誌史類・

自録類を含むことから， (2)の多くは(1-2)を情報源としている. (1-1) 

の電子化は，収蔵記録史料の概要(ガイド)集である f史料館収蔵史料

総覧~ [5J作成が契機の一つにあげられる.このほか， ~史料館所蔵史料目

録』印刷の電算化にともなう印刷業者からのデータ取得や，問自録作成

時のパーソナノレ・コンピュータ(以下 rpCJ と略)利用の普及など，技

術的環境の変化が大きく影響していよう.
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2. 館外の記録史料情報

2-1. r史料所在情報検索システム」

江戸時代以降の日本は，文書による統治体制が全国化し，文書を必要

不可欠とする社会となった.そのため江戸時代以降の記録史料は，

に伝存した.それらの記録史料は，しかしながら第二次大戦後に急速に

失われようとしたため，その以後，現在に至るまで日本国内の記録史料

の所在の把握が試みられてきた.その最初が「近世庶民史料J所在調査

であり，文部省史料館が 1966年度まで各都道府県に原則 1名の地方調査

1て進めてきた所在調査へ引き継がれた[6J

各地の「史料保存運動」により文書館が設置され また地方誌史類の

編纂が活発になってくると，文書館や地方誌史類の編纂室で記録史料の

目録が作成されていく.これらの昌録は，調査済みの記録史料の所在を

示す基本的情報として第一に把握する必要がある.文部省史料館は， 1970 

年に全国の都道府県立関係機関へアンケート調査を実施し，当時所蔵の

白録類の倍近い件数の未所蔵居録類の情報を得た.以来これらの所在情

報を基に，未調査の記録史料の所在調査と，未所蔵目録類の収集を続け

てきた.史料館は， 1980年に『史料館所蔵目録一覧(近世史料・郷土資

料の部)~を， 1992 年に『近世・近代史料自録総覧~ (三省堂)を公刊し

た.

これらの記録史料の所在情報は，第二次大戦後の早い時期から蓄積さ

れてきた. 目録類の書誌的事項だけでなく， (おそらく 1980年代より)

記録史料の出所または所蔵者ごとのデータシートとしても情報の蓄積が

進められてきた.そのデータシートの形式は，独自の内容を持ち [7J，1980 

年代以降整備された欧米の記録史料記述の手引きや規則または国際標準

とおよそ影響関係がない.これらのデータシートが 震予化され，後に

国文学研究資料館から「史料所在情報検索システムj として公開される

データベースとなる.

データシートとデータベースの項吾は，後掲{表1]のようになる.
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{表1]r史料所在2情報検索システムjの項目

表示(検索)項呂 データ要素(タグ名)

1<レコード〉

¥ノ名所出
ノ
ミ
、+

 

¥
矛
〆所出on 

伺/
¥
 ↑

 

¥ノロ
守番や

、

¥

/

l

「

所

力

出

/

¥

/

¥

 

μ
i
z
l件
|
i
i

報情るす

号

調

番

作

所

M
叫

川

『

酎

υ

h

a

出

動

出

叫

←現住所 ! ←〈出所現住所>*一←〈都道府県名>.<郡市名>.<町村

i 名>.<字以下〉

←旧地名 一< 1白地名> *+ーく国名>.<郡名>.<町村宿名〉

←IB支配 i ←くIB支配>*

←|日職業・階層 | ←く旧階層> *←〈階謄〉

十一関係地

[内容に関する穣報] トく伝来〉

←所蔵者・機~ ←く収蔵者〉一一一+ーく史料収蔵者←〈収蔵組織名〉

〉一一一一一

←現職業x

←所在地

←く収蔵者現職業〉

←く収蔵者所在地〉ー+ーく都道府県名>.<郡市名>.く町村

名>.く字以下〉

←所蔵関係x

←寄贈・寄託者x

+一〈所蔵関係>*

←〈寄贈

〉一一一一ー一一一一一町一

者←く史料寄贈者〉

+ーく寄贈組織名〉

←く寄贈者住所>*

十一〈都道府県名>.<郡市名>.<町村

名>.く字以下〉

←寄贈・寄託者住所x

十一年代←上限 一〈 !為 容←くよ限年代〉

〉一一一一一

←下線 +ーく下限年代〉

←主な年代 +ーく主年代〉

←数量x←件数 +ーく件数〉

+一点数 ←く点数〉

←保存状況x 十一く保存状況〉

←利用状況× ←〈利用状況〉

←内容(解説) +ーく解説〉

[情報源に廃する情報] べ情報源〉

←出典 +ーく出典名〉

(和暦)

(和磨)

←出奥請求記号

+一説査年月日×

←出奥刊年

←調査機関x

←認宝筆者x

十一く出典請求番号〉

←く認変年月忌〉

←く出典干IJ年〉

+ーく認査機関名>*

←く調査者>*

ーく付加情報←〈検索上限年代>(西暦)

1>-一一
+ーく検索下限年代>(西暦)
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注)

1.各項目または要素の開の階麗的関係は，項目等の前に付した f+一jによって示した.

項目等の後に付した f*J は，それが繰り返し出現しうることを示す. ()内は，

注記である.

2. [J内に示した項目は，惇報の領域で，項自としての実体はない.

3. 表示(検索)項自の後に付した fX Jは，検索対象外であることを示す.

住所や地名，所在など意味的位置データの充実により，出所(所蔵者)

ごとの所在情報の提示を意図している.出所を中心にした設計には，例

えば，つぎ、のような特徴がある:仮に 1つの出所の記録史料群が分割さ

れて別々の機関に収蔵され別々に目録が作成されたとしても，それらの

目録がデータに収録されていれば，出所を鍵にして分割された記録史料

群をデータ上で(再)集約して提示できる.なお， I日地名・ i日支配・!日

といった繰り返し出現可能な項目は， とくに前近代の記録史料の所

在'情報提示の{更宜を図るために設けられ，前述の所在調査の経緯からの

影響と思われる.

これらの項自の情報は， 目録類から抽出され，データシートの紙面へ

転記される.さらに各項目に対応する簡易タグがデータの前へ付され，

PC上のテキストファイルへ霞子化される.データ構造や記載内容につい

て数度の校正を経た後，データ変換工具を用いて， SGMLタグ付きテキス

トファイル (X札形式とも互換)へ整形される.この SGMLタグ付きテキ

ストファイルが史料所在情報検索システムjの基本データである.そ

の中のくレコード〉という単位が 1つの出所の'清報(所在情報データ)で，

このくレコード〉の集合が Iつのファイルへ格納される.表には示してい

ないが，くレコード〉の上位にく史料所在靖報〉という単位を設け，全体を

包含する.所在情報データは，医録の解説・解題を全文収録することも

ある「内容(解説)J項目のため，しばしば長大となる.それ故に 1つの

ファイノレの容量は，巨大となる [8]
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開表.所在訴査蓄の記載項目

1948-1953 r近世庶民史料調査書j 1953-1967 r近世史料所在説査書j

項目日1]現蔵地 [1]所在地

[2J現蔵者 [2J現蔵者

[3J 1器地名 [5JI日地名

[4JI自身分 [4J旧身分

[5JI日支配 [6J旧支記

[6J所蔵関係 [3J所蔵関係

[7J所蔵状況 [7-1]数量

[7-1] (ー)公記録(の数量等) [7-2J 公

[7-2J (ニ)私記録(の数量等) [7-3J 私

[7-3J (三)編著書類(の数量等) [7-4J 嬬著

[7-4J (四)史料の年代 [8-1]年代(上限目下限)

[8-2J (主年代)

[8J史料内容 [9J内容

[9J保存状況 [10J保存

[10J整理状況 [11]整理

[11]利用状況 [12J利用

[12J備考 [13J備考

欄外 I[13J (説査年月日

I [14J (調査員名・押印 I[14J史料館地方調査員(氏名・押印)

注) [J丙の数字は，調査書内の記載JI債を示す.
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この基本データを用いる検索システムは， 1996年'"1998年に開発され

た (2000年に一部機能を修正).基本データ中の検索項目を対象とした

全文検索によって結果を表示し，その検索エンジンに OpenTextを使用し

ている.インターネットを通して情報を提供するため，利用には問W

(World Wide Web) ブラウザが必要である.このシステムは，簡易版と

詳細版，また，それぞれの一般公開用と館内用(非公開データを含む管

理用)に分けて運用されている.

簡易版と詳細版の区別は，利用者登録の有無にある.各地の記録史料
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保存活動を祖害しうる利用問を排除するため，簡易版では検索項目と提

示清報を限定している.簡易版の検索項目は，出所， I日地名，年代，出

典，出典請求記号だけである.詳細版は，全検索項目を利用でき，全情

報を提示する.

一般公開用と館内用の区別は，インターネット上でのデータの公開可

否を各収蔵機関・所蔵者へ照会した結果，設けられた.その照会結果は，

法的に要求される条件への対応の必要性と，インターネットへの漠然と

した不安・危機感の存在を明らかにした.データに混在する(現在的)

個人情報のため，データの一部ないし全部の非公開措置は了解できる.

しかし多くの目録公刊主体は，インター不ツトの情報流通の速度・範閉

を-ーし 1わば，その臣録がベストセラーになる可能性を考慮していな

かったようである. 日本の記録史料保脊が， しばしば一過性的対応と出

版物公刊の功名心により無責任に進められてきた(進めざるをえなかっ

た)ことを示している.

各偲の所在需報データは，識別番号の末尾に r: Jと数字が付され，

つぎのように区別された:r : 0 Jは，簡易版・詳細版とも公開;r: 1 J 

は，簡易版のみ公開;r : 2 Jは，簡易版・詳細版とも非公開.

このデータベースは， 2001年より公開されているが，その維持や，現

在の記録史料管理の研究水準から見て，多くの問題を抱えている.それ

らの問題は，例えば以下の通りである. (1)テキストファイルによるデー

タ維持は，データの長期保存性への配慮で、あったが，アプリケーション・

ソフトウェア(以下「応用ソフト」と略)の排除は，分かりやすいイン

ターフェイスをも排除し，小規模・機動的データ修正を困難にした. (2) 

公刊目録類から独自の形式へデータを揖出・編集しなければならず，し

ばしば特定の研究分野のみが利用する情報の生成に作業時間を割かれる.

(3)データ形式が，記録史料の国際標準類と対応関係を持たないため汎用

性に欠け，国際標準類へのデータ変換が難しい[lu] (4)緯度・経度の絶対

的位置情報の項目がなく，現在的データ維持のために市町村合併等の行

政区画の変更に際しての諸データ変更が必要となる.(5)記録史料群の名

称が独立の項目として用意されていなしもっとも記録史料群名の命名
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の全国的統一的基準は， 日本に存在しない.

2-2. r史料'培報共存化データベース」

前述の「史料所在情報検索システムj の問題点を克服し，各地の記録

史料情報の共有・集約を目指すシステムとして史料'情報共有化システ

ムJが構想された[1l]それは，記録史料の収蔵機関または所蔵者が，自

ら収蔵する記録史料とその博報を公開・維持する意志を持って参加し，

共同で共有可能な記録史料情報を構築する という内容を持つ.システ

ムを具現化するデータベース機能「史料情報共有化データベースJは，

国文学研究資料館のサーバ単体で、も稼働するし，各収蔵機関等に置くこ

とのできる被数のサーバを結合しでも稼働する.いずれのサーバにも，

記録史料情報の入力・編集から公開までを実現する機能があり，国文学

研究資料館のサーバにのみ存在する機能は，複数のサーバそれぞ、れの提

供する記録史料情報を横断的に検索し，結果を集約して提示する部分(横

断検索機能)である.もちろん国文学研究資料館の情報システムと同等

の性能があれば，横断検索機能を使用できる.

対象とする記録史料情報は，記録史料群を単位とする記述の情報であ

り，主として記録史料群全体の概要記述の情報である(記録史料群内の

小群， 1点ないし 1件の各記述も扱うことは可能).データ形式は，記録

史料記述の国際標準 ISAD(G)第 2版(当時の最新版)の記述要素をその

まま採用し，収蔵機関の情報等を項目として追加した(別掲{表 2]).

データベースのシステムは はじめはリレーショナノレ型データベース

管理システム HiRDBと検索用テキスト・データベース(全文検索エンジ

ン)Bib1iotheca2を併用しているの 1まは Infolib・Oracle・OpenText

へ移行した).サーバはデータ管理に応用ソフトを用いているが，利用者

は特別な専用のソフトウェアを必要としない.データの閲覧・検索・入

力・編集・提供は，インターネットを通して実行されるため， wwwブラ

ウザさえあればよい.記録史料情報を閲覧・検索するだけの利用者は，

とくに利用者登録を必要としない.ただ，記録史料情報を入力・編集・
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提供したい利用者(編集ユーザ)一一多くは記録史料の収蔵機関または

所蔵者一ーは，編集ユーザとしての登録が必要である(サーバ設震機関

も同じ). 

【表2]r史料情報共有化データベースJ填呂と ISAD(G)第 2版要葉

項目名

識加記号

史料群記号

名称

年代上限

年代下眼

主年代

年代注記

記述レベル

書架延長

数最

数量媒体等詳細

出所作成

震産

関係地

領主(のち主題)

役職等

伝来

入手源

構造と内容

評価選男IJ等スケジュール

追加受入靖報

整理方法

公開条件

複草条件

使用言語

史料状態

検索手段

原本の所在

複製の存在

関連史料

出版物

摘要

収麗名称

収歳名称ヨミ

収議所在(都道府県)

1SAD(G)第 2版

3.1.1参照記号;レファレンス・コード

3.1.1参照記号;レファレンス・コード

3.1.2標題

3.1.3年代

3.1.3年代

3.1.3年代

3.1.3年代

3.1.4記述レベル

3.1.5記述単位の大きさと媒体(量，容積または寸法)

3.1.5記述単位の大きさと媒体(量，容積または寸法)

3.1.5記述単位の大きさと媒体(畳容積または寸法)

3.2.1作成者名

3.2.2経営の/伝記的罷史

3.2.2経営の/伝記的歴史

3.2.2経営の/伝記的歴史

3.2.2経営の/伝記的歴史

3.2.3記録史料の霞史

3.2.4取得あるいは譲渡の藍譲の源泉

3.3.1範囲と内容

3.3.2評価・廃棄と日程計画の情報

3.3.3追加受入

3.3.4整理の体系

3.4.1利用可能性(!公開〕を規定(!統制〕する条件

3.4.2複製を規定(!統制〕する条件

3.4.3史料実体の言語/書体

3.4.4物的特徴と技術的要件

3.4.5検索手段

3.5.1 涼本の存在と所喪

3.5.2複製の存在と所在

3.5.3関係する記述単位

3.5.4出版についての注記

3.6.1備考

3.6.1備考

3β1備考

3β.1儲考



収蔵所在(地名)

収蔵所在(番地)

収議所在(都道府県コード)

収蔵所荏(郵便番号)

入力者

記述担当者

更新日
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3.6.1備考

3.6.1備考

3.6.1備考

3.6.1備考

3.7.1記録史料管理者の注記(/アーキピストノート〕

3.7.1記録史料管理者の注記(jアーキピストノート〕

3.7.3記述の日付

注)すべてのデータベース項目が表示されるわけではない.

データとなる記録史料情報は，およそ記録史料の自録類を情報源とす

るだろう.ただ，直接に記録史料の実物を情報源とすることもできる.

編集ユーザ、は，記録史料記述という記録史料管理の業務の一部に，この

タベースを活用できる.データの作成に手書きの過程が含まれるな

らばデータベースの項目と向じデータシートを用意しでもよいが， www 

ブラウザ上に入力フォームが存在するので，インターネットを使用でき

る環境があるならば直接入力することができる.

また，サーバ設置機関(現在は国文学研究資料館のみ)へ，データベー

ス項目と同じ順序で適切に産切られたデータ(データベースの指示する

形式のカンマ区切りテキストファイルや XMLファイノレ)を，一括登録す

るよう依頼することもできる.カンマ区切りテキストファイル等で、の入

力・出力は，サーバ設置機関にしか認めていないためである.国文学研

究資料館では，開館のサーバを利用する編集ユーザから，カンマ区切り

テキストファイル等で、の入力・出力の要請があれば対応することにして

いる(編集ユーザ登録がなくても希望があれば受付けている). 2001 

の公開以後，国文学研究資料館や編集ユーザを含め 216の機関等からの

参加を得て， 4980件弱の記録史料群の概要記述の情報が，閲覧・検索可

能になっている.なお ほとんどの機関は，編集ユーザ、として登録して

おらず，入力・公開代行のかたちで参加している.

「史料情報共有化データベース」ないし「史料情報共有化システム」

は，前述の「史料所在情報検索システムj の問題のいくつかを解決した
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が，限界や問題を有している.それらの問題等は，例えば次の通りであ

る.

(1) このデータベースで管理する記録史料情報は，基本的に公開用であ

り，内部用の管理的情報との連結には，サーバ設置と別に応用ソフ

トや専門知識が必要となり，その費用がかかる.

(2) このシステムへの参加は，記録史料情報の公開と維持の意志を要求

するため，その意志を持たない記録史料の収蔵機関または所蔵者の

参加を得られない.とくに個人所蔵者の'清報は，ほとんど収録され

ない[叫.また，収蔵機関において，担当者の個人的能力に大きく依

存しており，担当者の交替時にデータが維持されないことがある.

(3) 日本の記録史料管理では依統的に目録での記述の力点が，概要記述

(解説，解題)よりも I点ないし l件にあったため，概要記述の作

成に不慣れである.

(4) 記録史料の関係機関の主要な顧客である歴史学研究者も，しばしば

記録史料群の概要記述より l点ないし 1件ごとの詳細記述の提示を

要求し，必ずしも専門的知識を持たない一般市民への記録史料情報

提供の過程として重要な概要記述提示に理解を示さない.

記録史料情報共有のための枠組みは用意できたが，記録史料管理主体

各個の認識の深化を必要とする状況は，大きな課題である.

3. 館内の記録史料情報

3-1.館蔵記録史料構報データベース

史料舘は， 1996年の『史料館収蔵史料総覧J作成で，ようやく収蔵記

録史料の概要を斉一的に把握した.その際のデータは，簡易タグの付さ

れたテキストファイノレで， PC上のワードプロセッサ(以下「ワープロJ

と略)によって維持されていた. しかし，記載データがない場合，簡易

タグごと省略され，ワープロによるデータ維持が，データ構造の不定形
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化に拍車をかけていた.そこで，そのデータを加工し 応用ソフト(具

体的には MicrosoftAccess)を用いて 1998年頃までに可史料総覧』デー

タベース」を作成した.

r~史料総覧J データベース j は，あくまで館内用の管理的データベー

スで、あったが，清報の再利用を可能にした.ちょうど史料館のホームペー

ジ作成の時期と重なり，ホームページ提供用のデータベースが求められ

ていた.そのため r~史料総覧』データベース j からデータを抽出し，簡

略なデータベース「収蔵史料概要データベース」を作成した.その項目

は次の通り:通し番号，文書群名，文書群記号，出所，地名，伝来，

代， I日支配，役職等，歴史，内容と構造，数量，注意;これらに都道府

県コード等の制御項自を加えた.このデータベースは，都道府県ごとの

収蔵記録史料群の一覧(年代}I頃)を動的に生成し また直接に l件の記

録史料群の概要を表示できる.検索(抽出)は語だけ可能である.

CGIスクリプトを用い，検索エンジン等は使用しない，ごく簡素な機能

としたためである.

「収蔵史料概要データベース」は，史料館ホームページとともに 2000

年から公開された. <概要から詳細へ〉という記録史料の情報提示の基本

形による，当館でのナピゲーション・システムの端緒といえる.しかし，

館内外において 1つまたは譲数の記録史料群の資料 1点ないし 1件の

詳細情報を自由に検索でき即物的検索結果が示されることへの欲求が高

く，不十分との批判は大きかった.

『史料館収蔵史料総覧Jと前後する時期から，史料館が公刊して

きた『史料館所蔵史料目録Jの作成過程が変化してきた.その本文原稿

作成には， PCの普及もあって，市販応用ソフトのデータベース管理シス

テムが使用され，わずかながら印刷業者の電算写植用データの回収も

られた. 1997年には，記録史料への調査で採取された基礎データを編成

し記述するための支援工具が，市販応用ソフトによって開発された.そ

の支援工具は，史料館員の過半に(部分的利用も含めて)採用され，そ

のなかのデータベースの項目は，館内で記録史料の 1点ないし 1件の記

述(目録本文)の最低限の要素として了解された.これによって，新規
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に作成される『史料館所蔵史料自録』の目録本文のデータの形式は，ほ

ぼ定形化された.

しかし，当時すでに日本で紹介されていた ISAD(G)でマルチレベル記

述の概念が示されていながら， ~史料館所蔵史料自録』の解題・解説部分

と目録本文との記載項Eの共通化は図られていなかった.現実の電子

データも，自録本文はデータベース等の応用ソフトの固有ファイルかカ

ンマ区切り等のテキストファイルとして構造化されている一方，解題・

解説部分は記載項目の区切りすらも定形化されていないワープロまたは

フラットなテキストファイノレだ、った.

解題・解説部分と目録本文とを統合する課題は，当初 DynamicHT世Lで

のデータ統合・変換によって解決が試みられた.しかし，記録史料群ご

とに異なる構造を鱈別に数値化・階層化し目次・本文見出しのリンクを

構築する労力は，極めて多大なため， 2件の臣録を「収蔵史料自録デー

タベースJとして作成するにとどまった.なお前述 2件のデータベース

は 1点ないし 1件の情報への検索要求に応えるため収蔵史料概要

データベース」と同じ簡素な検索機能を持っている.

その後の「史料情報共存化データベースJの開発経験は，記録史料'情

報提供における ISAD(G)利舟が実現可能であるとの認識をもたらした.

さらに館蔵の記録史料群から得た ISAD(G)準拠の記述例を用いた実験に

より，極小のソフトウェア構成の PC環境においては XMLとXSLTの原初

的利用で、十分マルチレベル記述を実現しえることを確認した.

しかし， ISAD (G)の記述要素またはそれを一部拡張した「史料情報共存

化データベースJの項目だけでは，検索利用を想定したときに不十分で

あることも確認した. 1つまたは複数の記録史料群の全体・各小群・ 1点

ないし l件の全記述単位にわたる検索・抽出・並び替えを「史料情報共

有化データベースJで実験すると，元の出所を追跡することが関難な結

果が集約されて示された.断片化された各記述単位のデータを，各記録

史料群の賠層的構造に即した脈絡へ再配置するための管理的データが欠

如していたのだ.ISAD(G)は，あくまで考え方の枠組みでしかなし記録

史料記述を表現した検索手段，それも電子的に表現された検索手段のた
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めには， ISAD (G)とは別の枠組みが必要で、あった.

そこで，既に記録史料の電子的検索手段の事実上の国際標準として欧

米を中心に普及している， EAD， Encoded Archival Description (符号化

記録史料記述)を XMLの利用により適用する試みに挑戦することになっ

た.その試行錯誤の末 2002年 5丹，おそらく日本では初めて日本の記

録史料記述に対する EAD適用とその初歩的表現に成功し，館のホーム

ページから公開した.以後いくつか類型が存在する館蔵記録史料の自録

のうち，簡略な一覧表やカード形式の仮自録類を中心に EAD/X肌事例を

増やしていった.仮目録類は，公刊された昌録と異なり来館しなければ

見ることができないためである.当初は， XMLファイルそのままを XSLT

スタイルシートによって表示オブジェクトへ変換し， 目録の解題・解説

部分から l点ないし I件までの全文を提供していた (HTML変換済みファ

イルも提供)• 

EADは，群全体から l点ないし l件までの記述データ全てを，その記

録史料群の階罵的構造に即して，階層的に格納できる(別掲 r(参考)EAD 

最小必要タグと ISAD(G)第 2版記述要素J参照).ここに至って，ようや

くデータ構築的には，解題・解説部分と目録本文を統合できる道筋が開

けたのだ.当初「収蔵史料概要データベースJの下に「収蔵史料目録デー

タベースjそれぞれを配し相互にリンクを張って， <概要から詳細へ)と

導く体系を構想していたが，それぞれのデータを別個に生成・維持する

ことは，もはや不要である.解題・解説部分も自録本文も，ともに問じ

EAD/X枇データへ格納すれば， XSLTの本来的機能を使用して，概要から

詳細までの各記述レベルのデータを抽出・加工できるためである.

その XSLTの表示オブジェクト以外の変換機能を理め込んだスタイノレ

シートと叩Pを活用して，まず 2003年に概要と全文だけを表示できるシ

ステムを開発し，ついで 2004年に概要から詳細まで絞り込んでいくよう

に特定の記述データを表示できるシステムを開発してきた[13] この時点

で，さしあたり「収蔵史料概要データベースJの検索機能による検索結

果から当該自D/XMLデータの部分・全文の表示へ画面が遷移するように

し， 2005年から「収蔵アーカイブズ情報データベース」と改称して，公
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関・提供している.さらに 2006年からつの記録史料群内，または複

数の記録史料群におよぶ，自由な検索機能が実現した(これについては，

稿をあらためて詳述したしサ.

このほか記録史料画像については収蔵史料画像データベース」とし

て錦絵のみを抽出した電子的コレクションのデータベース(後の日本実

業史博物館設立準備室!日蔵絵画資料データベース)を予定していたが，

2005年に歪るまで公開できなかった.公開の遅れは，技術的問題点にも

よるが，錦絵等の資料を含む現実のコレクションからの位置付けをなか

なか提示できなかったことも理由の一つに挙げられよう.なお前述の絵

画資料データベースは，市販応用ソフト FileMakerPro6Unlimitedを使

用し， webコンパニオン機能によりインターネット上へ公開している [14J

電子的コレクションのデータベースよりむしろ，記録史料の概要から

詳細までの記述が提示される中で(主に) 1点ないし 1件の記述に対応

する記録史料間像へリンクするほうが，画像データの提供形態として相

しい.この毘録からの画像へのリンクは，既に EAD/XML適用実験にお

いて成功している.現在 EAD/X批データのナピゲーション的表示システ

ムのなかで，画像データが存在する一部の記録史料群では，その画像デー

タを公開している.これらの画像データは，いずれも調査時の現状記録

を兼ねた記録史料画像であり，記録史料管理のなかで発生しうるデータ

を公開用に再利用したものである.今後は こういった画像の中から

般の興味を引くような分を抽出し，電子的展示または電子的コレクショ

ンのデータベースを講築する手順を確立したい.



国文学研究資料館の歴史資料関係データベース(五島) 153 

(参考)ξAD最小必要タグと ISAD(G)第 2版記述要葉

E記霊霊長室など IEADタグと説明(;太字は必須タグ)

2-1 

2-2 

5...15+ ←タグ瀦爆の深度吟

くeadid>EAD譲別子(EADファイ)(，滋jJ~子)

くfiledesc>ファイ)(，記述

<ti tlestmt> (ファイ)(，全体/検索手段の)謬霊霊祭示

ISAD(G)箆2版との対応

3.1.1参主書記号

太字はE記霊塁

線変更不可 〈 七日leproper>検察手段の本穣怒，くauthor>審者(ファイ)(，作成者l級事審)

<publicationstmt>出版表示

<publisher>出版者 T くdate>(出版)年代

くnotestmt>主主音己表示

2・ くPどofiledesc>続綴記述

?長翼序変更

よ可能

4-1 

fonds記述

<creation>作成

<date> (EAD化)年代

くどepository>収霊童

くcorpname>図体名

<origination>出所(または作成者)

<persname>人名，またはくcoどpname>閤体名，

またはくfamname>塁襲名(家族名)(いずれか適切なもの〕

くunエ口比le>記述単位事審査室

くunitdate>記述単佼年代(<聞出itle>への内包もあり)

<physdesc>物的記述{物約状慾記述)

<cxtent>数量量， <dimensio田〉寸法 Y くgenrcform>銭形/均的特性

くunitid count工ycode="-">記述単佼震達郎;盟コード感性ほか

?長買序変受 くabstracヒ〉繁約

↓可縫 (<descgrp七ype="adminiIifo">密理情報)

(←)くaccessrcstIict>閲覧条件

(←)くuserestnct>使用条件

(←) <acqinfo>取得

(←) <altformav剖 1>利用可能な形式のi翠択肢

(←)くcustodhist>記録史料係官蓄の鐙史

(←) <processinfo>資料操作翁穀

(←) <appraisal>評偏に隠する橋幸喜

(←)角田ruals>(記録史料の)追加受入

〔適切な下位記述姿索〕

<bioghヱst>燈皇室または皇室史

くscopecontent>箆罰と内容

くarrangement>綴成(<scopccontcnt>への内包もあり)

くcontrolaccess>接近斜鐸擦目

(<d目 cgrp弓1冗ヱ"add">付加的記述)

(←) <詑latedmaterial>関遼資料

(←) <bibliography>参考文言語一覧

3.1.4 

3.2.1作成者名

3.1.2 ~完イト )(，1*護霊童

3.1.3年代

3.1.5単位の大宮吉と燦体

(怒、容穣、寸法)

3.1.1 番多京高官官号

3.4.1公関条件

3.4.2後援条件

3.2.4 J説得のまE畿の滋!il

3.5.2複製の存在と所在

3.23 記録史料の廃史

3.7‘iアーキピスト没、 3.73記述のg付

3.3.2i平儲・廃芸誌と日程計画

3.33 追加受入

3.2.2経営の/伝記約な歴史

3.3.1綾劉と内容

3.3.4!墨理の体系

3.5.3関遂資料

3.5.4出版物についての注記

注)EADアフ。リケーションーガイドライン1.0版「付録 A:最小の推奨検索手段要素Jより作

表(上掲は部分).EAD2002版の一部を皮映.
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3-2.記録史料関連図書等目録データベース

史料館は， 1983年から記録史料に深く関わる都道府県史・郡史といっ

た地方誌史類の一部を公開し， 1994年から全ての地方誌史類を，翌 1995

年には関連の研究雑誌や紀要等の逐次刊行物を公開した. 2005年に記録

史料やその関連諸学の研究図書類を公開し， I日・史料館の記録史料関連

資料の全てを一般に提供できた.これらの公開は，とくに地方誌史類の

全面公開以降に蓄積されてきた図書等目録データベースや逐次刊行物目

録データベースに大きく依存している.

逐次刊行物昌録データベースは，その雑誌等の単位で把握できるため，

件数 2，800弱と，比較的に数が眼られる.しかし，文部省史料館以来の

蓄積のある図書等の資料は， 56，000余冊と膨大である.多数の不備が残

るもののデータベースへ登録しえた理由は，国文学研究資料館の民営化

時に作成された財産目録の活用による.その目録の作成には，極めて膨

大な労力が費やされた.

これらのデータベースは， 日常業務に使用する管理用で，市販応用ソ

フトを使用していた.しかし，ここ数年の開に 図書等目録のデータを

館内だけでも共有する要求があり，市販応用ソフトの中でも比較的容易

にインターネット/イントラネットへ公開できる FileMakerProの使用

へ転換した.これにより，館内に限られるが，記録史料関連図書等目録

データベースとして公開が可能になった.

より直接に記録史料のデータベースの検索結果との相互リンクは，今

後の課題であるが，最後にふれる文化資源共有化システムの利用は解決

策のーっと考える.

4. 主ADa X闘しによる展開構想、:むすびにかえて

館内の記録史料情報の根幹を成す館蔵記録史料情報データベースにお

いて，そのデータ形式に EAD/XMLを採用した結果，そのデータを多様に

変換し活用できることが判明した.EADの情報の要素は， ISAD (G)の記述



国文学研究資料館の歴史資料関係データベース(五島) 155 

要素の全てを含み，相互の』情報要素の対応表 crosswalkが用意されてい

る. r史料情報共有化データベースJは，そのデータ項目に ISAD(G)を採

用しているため比較的容易に EADのデータへ変換できる.また史料所

在情報検索システム」は，そのデータ項目が国際標準類の記述要素と相

当に異なるものの， SG批 /XML形式のデータとなっているため，項目の適

切な対応表が用意できれば， XSLTによる変換が可能であると推測する[日

以上から，館内外の記録史料情報のほとんど(図書等関連資料は除く)

のデータが， EAD/XML形式へ統ーされる可能性を指摘できる.

その形式的統ーまたは規格化の効果は，現在収蔵記録史料の目録を

EAD/X出L化する手法の汎用化や，データ表示・検索システムまたはデー

タ管理システムの単一化・共通化，等などに表われるだろう.単一の規

格へ依存することの危険性は，データ管理システムに使用される応用ソ

フトを除けば，低いと考えてよい.基本的lこ XMLで構造化されたテキス

トファイルで、あるから，情報的には長期の保存が期待できる.館外の記

録史料情報の EAD/XML化は，仮にデータが館外へ移動したとしても，当

館のデータと合わせて横断的検索が可能であるかもしれない.

さらに， EADがアーカイブズの世界の代表的メタデータとして他の世

とくに図書館や情報学の世界に認知されているので，ネットワー

ク上の'清報資源、の 2次情報集約・交換のために了解されたメタデータの

セット DC，Dublin Core Metadata Elements Set (ダプリンコア)との

項目対応表を通して，広く他の分野の情報資源との共有の可能性が生ま

れよう.実際に国文学研究資料館では，文化情報資源の共有化を DCと

Z39.50を用いて実現している.DCとZ39.50の間には，各領域のメタデー

タを仲介させ，検索時のノイズの低減を図っている[凶このシステムへ，

記録史料情報の諸データベースのデータが提供される予定である.



156 第N部一披論文

{付記}

本稿は，もと -日歴史資料情報化関連機関専門家 FORUMJ (韓国・

国史編纂委員会， 2005年 11丹 23日一 26日)の予稿として用意した内容

に，加筆・修正したものである.文中の一部について，最新の慢報に訂

正しきれていない可能性があることを，お断りしておく.

参考文献

[1 J 国文学研究資料館については，つぎの 3 誌をあげる:~十年の歩みJ

文学研究資料館〔以下 2誌も同じため略すJ，1982年)， ~国文学研究資

料館の 20 年~ (1992年)， ~国文学研究資料館 30 年誌~ (2002年).史料
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また，国文学研究資料館史料館解体前年の 10丹には，問編『アーカイ

ブズの科学~ (上下巻，柏書房， 2003年)が公刊されている.なお小稿

は，これら史料館編の問書に大きく依拠している.

[4J その活動成果は，近世庶民史料調査委員会編『近世庶民史料所在目録J
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[5J 国文学研究資料館史料館編，名著出版， 1996年.

[6J その成果は， ~近世史料所在調査概要~ (文部省史料館， 1970年)とし

て報告された.

[7Jこのデータシートは，注[4J・注[6Jの文献の示す「近世成民史料調査書j
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ものと思われる.記載要素については， ~付表を参照のこと.

[8J現在すでに電子化されている約 46，000件弱の所在情報データが， SG措L

ファイノレで 45Mbytes余となる.

[9J具体的には，記録史料群の出所の一体性を破壊しがちな古書居・古道具
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助金基盤研究(B)(2) r歴史史料清報の共同集約と共有化に向けてのシス
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ノレの深度や表示する情報の一式を区別する.

[14J ブラウザで使用する画面は，既存のインスタント webの面面ではなく，
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